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尿路感染症に対す るKW-1620の 使用経験

境 優一 ・江藤耕作

久留米大学医学部泌尿器科学教室

(主任:江 藤耕作教授)

尿 路感 染 症 の うち で,急 性 単 純 性 の も の に対 して は,

ABPC, Cephalosporin系 薬 剤 等 の多 くの抗 菌 剤 に よ り,

す ぐれ た治 療 効 果 が 期 待 で き るが,尿 路 に基 礎 疾 患 を 有

す る,複 雑 性 尿 路 感 染 症 に お い て は,Ps. aeruginosa, 

Proteus sp., Klebsiella, Serratiaな どが そ の 起 炎 菌 と

して検 出 され る こ とが 多 く,こ れ に対 してSBPC, CBPC, 

GM,等 の投 与 が 行 なわ れ て い る1～3)。

しか しなが らHost-Parasite-Drug-relationshipの 点

か らみ て,こ の治 療 に関 して は 困 窮 を きわ め て い る のが

現状 で あ る。

KW-1062は,協 和 〓 酵 工 業(株)東 京 研 究 所 で発 見 さ

れ た 新 しい ア ミ ノグ リ コシ ッ ド系 抗 生 物 質XK-62-2の

硫酸 塩 で あ り,他 の 抗 緑 膿 菌 用 ア ミノ グ リコ シ ッ ド系 抗

生 物質 同 様,ブ ドウ球 菌 を は じめ とす る グ ラ ム陽 性 球 菌

お よび 緑 膿 菌,変 形 菌,セ ラチ ア,肺 炎 桿 菌 を は じめ と

す る グ ラ ム陰 性 桿 菌 に 抗菌 力 を 示 す と され て い る4)。

今 回わ れ わ れ はKW-1062を,Ps. aeruginosa, Proteus 

sp.を 起 炎 菌 とす る,主 に複 雑 性 尿 路 感 染 症 に対 して投

与 し,本 剤 の臨 床 効 果 を 検 討 す る機 会を 得 た の で報 告 す

る。

I. 対 象 お よび 検 討 方 法

1. 対 象 症 例

久留 米 大 学 医 学 部 泌 尿 器 科 外 来 お よび 入 院 患 者 の うち,

Ps. aeruginosa, Proteus sp.を 起 炎菌 とす る複 雑 性尿

路 感 染症 患 者11例,単 純 性 尿 路 感 染 症 患 者1例 を対 象

としてKW-1062を 投 与 した 。

年 令は16歳 ～78歳 で,性 別 は 男性10例,女 性2例 で

あ った 。

2. 投 与方 法

投 与 方 法 は,全 例 統 一 し,1日80mg(分2)筋 注,

連続5日 間 と した 。

3. 治 療 効 果 判定

効果判定に際しては,原 則として,投 与前後の臨床症

状,尿 中白血球,尿 中細菌の3項 目について検討し,3

項 目ともに改善の認め られた ものを著効,2項 田を有効,

1項 目のみをやや有効,3項 目ともに改善の認められな

かったものを無効とした。

しかしながら,複 雑性尿路感染症では臨床症状を欠く

ことが多 く,主 に尿中白血球,尿 中細菌の推移にて効果

判定した。

4. 副作用検索

副作用については,投 与前後の自覚症状と共に,血 液

一般,血 液生化学的検索を行なった。

II. 臨 床 成 績

KW-1062投 与12症 例中,著 効4例,有 効3例,や や

有効2例,無 効3例 であ り,有 効率は,58.3%で あ った。

疾患別にみると,急 性膀胱炎では,単 純性,複 雑性共

に,投 与3日 目頃より症状の改善をみ,尿 中細菌,白 血

球の消失,減 少を認め,著 効と判定した。

慢性膀胱炎では,9例 すべて複雑性であ り,5例 が著

効または有効であ り(有 効率55.6%),ま た,カ テーテ

ル留置例3例 中2例 が有効であった。

慢性腎孟腎炎症例は,両 側尿管皮膚瘻 術後症例であ り,

無効であった(Table 1)。

尿中細菌の推移については,Ps. aeruginosa 7株 中,

消失2株,減 少1株,不 変また は増加3株 で,1株 に

Enterobacterへ の菌交代を認めた。

Proteus vulgaris 4株 では,消 失1株 で,そ の他3株

中1株 はKlebsiella, 2株 はCitrobacterへ の菌交代を

認めた。

また,Proteus mirabilisはCaxdidaへ の菌交代を認

めた(Table1, 2)。

薬剤感受性テス トは,栄 研三濃度 デ ィス ク法および

MIC測 定にて行なった。

Table 2 Bacteriological assessment of KW-1062 treatment 
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Table 3 Sensitivity of pathogens to antibacterial agents (Disc method)

Table 4 MICs of KW-1062

Inoculum : 108/ml (ƒÊg/ml)

Table 5 MICs of Gentamicin

Inoculum : 108/ml (ƒÊg/ml)
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MIC測 定 に 関 して は,お の お の の 検 出 菌 に つ き,接 種

菌 量 を108/mlと し,化 学 療 法 学 会 標 準 法 に 従 が っ て行

な った 。

栄 研 三 濃 度 デ ィス ク法 の 結果 は,Table 3に 示 す とお

りで あ り,Ps. aeruginosaに お い てはGM, CL,一 部KM

に 感 受 性 を示 す 他 は す べ て(-)で あ った 。

Proteusgroupで はCP, EMの 他 は 程 度 の 差 は あ るが,

ほ とん ど感 受 性 を 示 した 。

次 に,各 検 出 菌 に 対 す るKW-1062お よびGMの MIC

測 定 結 果 はTable 4, 5に 示 す とお り,Ps. aeruginosa

で はKW-1062, GM共 に3.12付 近 に 多 く,Proteus

vulgarisで はKW-1062の ピー ク は12.5μg /mlに あ

り,GMの ピ ー クは6.25μg/ mlに あ った 。

また,Ps. aeruginosa 7株,Proteus vulgaris 4株 に

つ きKW-1062とGMの 感 受 性 相 関 を み る と,両 者 と も

ほ ぼ 相 関 を示 した(Fig. 1,2)。

起 炎 菌 別 に 効 果 をみ る と,Ps. aeruginosaで は 著 効3

例,有 効1例,無 効3例 で あ り,有 効 率 は57.1%で あ

った 。

Proteus groupで は,5例 中 著 効1例,有 例2例,や

や 有 効2例 で,有 効 率60%で あ った(Table 6)。

副 作 用 に つ い て は,Table 7に 示 す と お りで,症 例3

に お い て,BUN, S-Crの 上 昇,PSPの 低 下 が み られ た

が,投 与終了1週 間後の再検にて,正 常範囲へ復帰して

いた。

その他の症例では,血 液生化学的に異常は認め られず,

また,自 覚症状を呈するものは認めなかった｡

III. む す び

久留米大学医学部泌尿器科入院および外来患者のうち,

PS. aeruginosa, Preteusを 起 炎菌とする単純性尿路感染

症1例,複 雑性尿路感染症11例 につきKW-1062を1

回40mg,1日2回,連 続5日 間筋注し,そ の治療効果お

よび副作用を観察し,以 下のような結果を得た。

1) 尿路感染症12例 中7例(58.3%)の 有効率を得,

また,や や有効を含めた改善率は75%で あった。

なお,12例 中11例 は複雑性尿路感染症であることを

考え合せると,GMと 同様,充 分に有用なる薬剤である

と考える。

2) 尿 中細菌の推移については,Ps.aentginosa 7株

中消失2株,減 少1株,不 変または増加3株,菌 交代1

株 であり,Proteus group 5株 中では,消 失1株,菌 交

代4株 であった。

3) 副作用については,1例 にBUN, S-Crの 上昇,

PSPの 低下を認めたが,1週 間後の再検にて正常に復帰

した。

その他の症例では,自 覚症状,血 液生化学的検査にて,

Fig. 1 Correlogram of KW-1062 and GM 

(Ps. aeruginosa 7 strains, inoculum 
108/ml)

Fig. 2 Correlogram of KW-1062 and GM 

(Proteus vulgaris 4 strains, inoculum 
108/ml)

Table 6 Clinical effects assessed by pathogens 
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異 常 は認 め な か っ た 。
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CLINICAL STUDIES ON KW-1062 IN URINARY TRACT INFECTION 

YUICHI SAKAI and KOSAKU ETO 

Department of Urology, Kurume University, School of Medicine

KW-1062 was administered intramuscularly in two divided doses at a daily dose of 80 mg for 5 days 
to 12 patients suffering from urinary tract infection due to Ps. aeruginosa and Proteus sp. The following 
results were obtained : 

1) Nine (75%) of the 12 patients responded to KW-1062 therapy to some degree. KW-1062 was 
teffective in 7 (58. 3%) cases out of 12. 

2) With regard to bacteriological examinations, Ps. aeruginosa was eradicated in 2 cases, reduced 
in number in one case, unchanged or increased in number in 2 cases and replaced by Enterobacter in 
one case. Proteus sp. was eradicated in one case and replaced by different bacteria in 4 cases. 

3) No significant adverse reactions were observed except in one case in which slightly elevated 
BUN and S-Cr and reduced PSP values were noted. These abnormal values returned to normal after 
one week. 

4) KW-1062 was considered to be as useful as gentamicin, taking it into consideration that 11 of 
12 patients were suffering from complicated urinary tract infection usually resistant to chemotherapy.


